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一般社団法人茗渓会第 1 回

平成24年度  定時総会
平成24年5月24日（木）茗渓会館にて
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本
日
は
、
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、

全
国
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
団
法
人
茗
渓
会
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

伴
い
新
し
い
法
人
形
態
と
致
し
ま
し
て
、
昨
年
の

通
常
総
会
に
お
い
て
「
一
般
社
団
法
人
」
を
選
択

し
、
内
閣
府
へ
申
請
致
し
こ
の
ほ
ど
認
可
さ
れ
、

本
年
四
月
一
日
付
け
を
持
ち
ま
し
て
新
発
足
致
し

ま
し
た
。

本
総
会
終
了
後
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
理

事
・
監
事
に
よ
る
第
一
回
理
事
会
を
開
催
し
、
そ

の
席
上
で
新
三
役
を
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
い
ま
ま
で
三
つ
の
関
連
法
人
で
は
、
理

事
長
、
事
務
局
長
を
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
が
兼
ね
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
各
法
人
ご
と
に
、
別
人
格
の
正
副
理
事
長
、

事
務
局
長
等
を
置
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

私
は
新
体
制
発
足
を
機
会
に
、
茗
渓
会
理
事
長

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

理
事
長

北海道の代議員筑波大の代議員 北海道の代議員附属校の代議員 筑波大の代議員

第1回定時総会
平成24年5月24日(木) 茗渓会館にて

を
退
任
す
る
こ
と
を
決
意
致
し
ま
し
た
。
顧
み
ま

す
と
、
私
は
前
理
事
長
の
鵜
川
昇
先
生
が
ご
逝
去

さ
れ
た
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
、
こ
の
〞
法
人
見

直
し
〝
の
最
初
か
ら
、
今
日
、
新
法
人
が
発
足
す

る
ま
で
の
間
、
理
事
長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
不
束
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
・

茗
渓
会
の
歴
史
的
な
転
換
点
を
無
事
に
越
え
さ
せ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、
関
係
す
る
み
な
さ
ま

が
た
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と

存
じ
ま
す
。
こ
の
職
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
・
茗
渓
会
が
新
法
人
と
し
て
「
一
般

社
団
法
人
」
の
道
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は

い
ま
ま
で
以
上
に
、
筑
波
大
学
の
同
窓
会
と
し
て

の
方
向
性
を
強
固
な
も
の
と
し
、
大
学
当
局
か
ら

も
更
な
る
ご
指
導
、
ご
助
言
の
度
を
一
段
と
強
め

て
頂
き
ま
し
て
共
存
共
栄
の
道
を
歩
ま
せ
て
頂
き

た
い
と
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
、
当
・
茗
渓
会
が
新
体
制
に
衣
替
え
し
た
と
は

申
し
ま
す
も
の
の
、
継
続
し
て
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
点
に
関
し
ま
し
て
は
、
微
力
な
私
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
茗
渓
会
の
明
日
へ
の
発
展
の

た
め
に
皆
さ
ま
と
共
に
引
き
続
き
尽
力
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
総
会
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特集



東北地方の代議員東北地方の代議員東北・関東地方の代議員

一般社団法人茗渓会

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

新
理
事
長

今
日
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
一
回
社
員
総

会
（
代
議
員
総
会
）
が
開
催
さ
れ
て
、
新
し
い
理

事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
ほ
ど
新
し
い
理
事
に
よ
り
ま
す
第

一
回
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
が
新
法
人
の
代

表
理
事（
通
称
理
事
長
）に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
業
務
執
行
理
事
と
し
て
副
理
事
長
二
人
・
常

務
理
事
一
人
も
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

こ
ま
で
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
か
と
思
い
ま
す

時
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
す
次
第
で
す
。

大
学
当
局
を
は
じ
め
、
理
事
会
の
皆
さ
ま
、
代

議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
す
べ
て
の

方
々
の
お
力
添
え
な
く
し
て
、
到
底
、
こ
の
職
責

を
全
う
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
こ
ろ
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
・
茗
渓
会
は
百
余
年
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に

裏
付
け
さ
れ
、
諸
先
輩
方
の
継
承
と
積
み
重
ね
の

賜
も
の
と
存
じ
、
深
く
肝
に
銘
じ
、
感
謝
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

西
野
理
事
長
の
ご
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
先
輩
方
の
ご
努
力
の
成
果
に
合
わ
せ
な
が
ら

も
、
新
人
会
員
へ
の
対
策
、
公
益
、
共
益
等
の
諸

事
業
の
更
な
る
展
開
や
、
Ｉ
Ｔ
時
代
に
見
ら
れ
ま

す
よ
う
な
、
新
し
い
時
代
か
ら
も
要
請
さ
れ
て
お

り
ま
す
多
く
の
課
題
に
向
け
ま
し
て
も
、
組
織
の

強
化
を
図
り
な
が
ら
問
題
解
決
に
あ
た
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
ど
も
に
理
解
を
示
し
て
下
さ
る
多
く

の
方
々
に
対
し
、
更
な
る
理
解
の
輪
を
広
げ
、
全

国
各
地
域
、
職
域
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
自
主
性
を
一
層
強
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
活
動
内
容
も
本
部
と
の
緊
密
な
連
携

を
一
層
図
り
な
が
ら
、
社
会
的
に
も
認
知
度
を
高

め
る
努
力
を
図
っ
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。
あ
わ

せ
て
外
部
の
方
が
た
か
ら
の
ご
後
援
を
賜
る
体
制

作
り
に
意
を
注
い
で
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

兎
に
角
、
大
海
原
に
漕
ぎ
出
し
た
小
舟
の
よ
う

な
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
力
を
合
わ
せ

て
新
た
な
る
方
向
を
目
指
し
て
、
新
た
な
る
展
開

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
更

な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

大阪府生まれ

四条畷中学(旧制)でラグビー

を始めた。昭和30年東京教育

大学体育学部卒業後、東京の

私立城北高校でラグビー部を

指導して日本一へと導いた。

筑波大学体育学部教授、体育

専門学群長、副学長を経て、

鹿屋体育大学長としてトップ

アスリートサポートシステム

(TASS)を創設し、柴田亜衣

選手がオリンピックの水泳

800ⅿで金メダルを獲得する

素地をつくった。
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伝
統
あ
る
茗
渓
会
の
平
成
24
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
の
筑
波
大
学
へ
の
多
大
な

る
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
本
学
も
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
国
や
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
、
教
職
員
お
よ
び
学
生
の
献
身
的
な

努
力
に
よ
り
本
学
の
大
学
機
能
も
順
調
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告

申
し
上
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
学
の
大
学
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

改
革
の
い
く
つ
か
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
教
育
で
す
が
、
そ
の
「
実
質
化
」
と
「
質
の
保
証
」
の
向
上
を
目

指
し
、
各
種
の
教
育
用
資
産
（「
筑
波
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」、
Ｔ
Ａ－

Ｔ
Ｆ
制

度
な
ど
）
も
準
備
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
に
は
、
深
い
専
門
性
と
一
定
レ
ベ
ル
の
広
い
教
養
・
ス
キ
ル
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
学
類
・
専
攻
の
創
成
で
は
な
く
、
既

存
の
教
育
組
織
に
必
要
な
改
変
を
加
え
る
と
と
も
に
、「
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
基
づ
く
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
開
学
以
来
の
大
改
革
と
も
言
え
る
学
期
制
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
25
年
度
か
ら
２
学
期
制
を
導
入
し
ま
す
。
学
生
支
援
に
つ
い
て
は
、

学
生
の
「
自
立
性
」
の
涵
養
の
観
点
を
重
視
し
、
世
界
基
準
の
学
修
成
果

が
生
み
出
せ
る
よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
留
学
を
含
む

海
外
活
動
支
援
、
留
学
生
の
生
活
環
境
改
善
の
た
め
の
支
援
で
あ
り
、
つ

く
ば
ス
ポ
ー
ツ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｓ
Ａ
）を
は
じ
め
と
す
る
課
外
活

動
支
援
の
充
実
、
食
堂
の
質
の
向
上
、
学
生
と
教
職
員
の
心
身
の
ケ
ア
の

充
実
な
ど
も
進
め
る
予
定
で
す
。

大
学
に
お
け
る
教
育
の
基
盤
は
知
の
集
積
と
そ
の
上
に
産
み
出
さ
れ
る

新
た
な
知
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
高
い
水
準
の
研
究
が
展
開
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
多
数
の
潜
在
力
の
あ
る
優
れ
た
研
究
者
・

研
究
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
の
研
究
を
互
い
に
尊
重

す
る
こ
と
を
基
盤
に
、「
学
系
」
を
廃
止
し
て
新
し
い
教
員
組
織
で
あ
る

「
系
」
を
設
置
し
、
全
学
的
な
研
究
支
援
制
度
と
し
て
研
究
グ
ル
ー
プ
認

定
制
度
と
研
究
グ
ル
ー
プ
登
録
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
文
部
科
学

省
チ
ー
ム
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
本
学
が
関
連
分
野

の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
し
始
め
て
い
ま
す
し
、
本
学
が
中
心
と
な
っ
て
採
択

さ
れ
た
国
際
戦
略
総
合
特
区
は
様
々
な
産
官
学
連
携
研
究
活
動
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
始
め
て
い
ま
す
。「
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、「
藻
類
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
が
ん
治
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

活
動
や
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
つ
く
ば
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）
の
活
動
は
衆
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
で

す
。国

際
性
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
30
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
着
々
と
成
果
を
収
め
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
関
連
し
て
本
学
の
国
際
化
の
推
進
支
援
の
た
め
に
、
教
員

の
責
務
の
支
援
、
職
員
の
国
際
化
対
応
力
の
向
上
支
援
な
ど
を
総
合
的
に

行
う
体
制
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
な
ど
）
の
構
築
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
サ
ッ
カ
ー
女

子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
で
活
躍
し
た
安
藤

梢
選
手
と
熊
谷
紗

希
選
手
は
本
学
の
大
学
院
生
・
学
生
）
を
は
じ
め
選
手
や
役
員
と
し
て
多

く
の
本
学
関
係
者
が
参
加
し
ま
す
が
、
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
来
年
度
に
筑
波
大
学
開
学
40
周
年
、
前
身
校
か
ら
創
基
141
年

を
迎
え
ま
す
。
本
年
度
10
月
よ
り
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
新

構
想
大
学
と
し
て
出
発
し
た
本
学
が
、
未
来
構
想
大
学
へ
と
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
、
世
界
的
な
「
研
究
教
育
拠
点
」、「
知
の
国
際
連
携
活
動
拠

点
」
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
つ
く
ば
の
「
人
材
育
成
拠
点
」
と
し
て
、「
産

官
学

働
の
拠
点
」
と
し
て
、
そ
し
て
「
大
学
文
化
の
薫
る
街
の
中
心
」

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
茗
渓
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

最
後
に
、
茗
渓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
祝
辞
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

東北・関東地方の代議員関東地方の代議員関東地方の代議員
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（敬称略)

大 阪 佐 藤 隆 一

兵 庫 折 戸 善 信

向 田 茂

奈 良 藤 善 尚 憲

和歌山 高 田 晴 美

鳥 取 有 田 博 充

島 根 松 本 弘 光

岡 山 平 田 信 彦

広 島 大 辻 明

山 口 鍋 井 邦 久

徳 島 木 村 潤

愛 媛 藤 井 俊 夫

佐 賀 東 島 敏 隆

長 崎 浦 下 悦 二

大 分 鈴 木 基 史

山 梨 森 屋 政 文

長 野 安 藤 善 二

新 潟 永 井 成 一

小野寺 篤

富 山 高 木 三 郎

石 川 久 下 恭 功

静 岡 伊 藤 宏

杉 本 淳 光

愛 知 鳥 山 勇

高 須 勝 行

林 誉 樹

岐 阜 丹 羽 章

滋 賀 豊 田 則 成

三 重 寺 田 卓 二

京 都 塩 見 均

群 馬 佐 藤 功

埼 玉 荒 井 修 二

奥 谷 多 作

矢 嶋 章 司

細 田 幸 一

千 葉 青 木 寛

佐 藤 宰

葛 飾 渡 邉 悟

新 宿 浅 井 一 郎

中 央 中 村 穎 司

王子 小 島 和 雄

神奈川 嵐 實

小 山 和 夫

佐々木 悦子

加 藤 充 洋

筑波大 大 澤 義 明

坪 内 孝 司

附属校 日下部 公昭

北海道 沖 野 隼 夫

大 沼 寛

青 森 遠 藤 智 久

岩 手 髙 橋 光 彦

宮 城 河 岸 敏 郎

秋 田 船 木 賢 咲

山 形 小 野 庄 士

福 島 鈴 木 弘 文

茨 城 早 川 源 一

大 沢 修

栃 木 田 島 一 利

群 馬 茂 木 道 弘

定 時 総 会 出 席 代 議 員 一 覧
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一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
の
第
１
回
定
時
総

会
は
、
平
成
24
年
５
月
24
日
に
茗
渓
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
田
中
正
造
常
務
理
事
よ
り
、

社
員
（
代
議
員
）
総
数
110
名
の
う
ち
、
出
席
60

名
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
40
名
、
合
計
100
名
の

出
席
を
得
て
、
定
款
第
17
条
第
１
項
に
よ
り
成

立
し
た
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

最
初
に
西
野
虎
之
介
理
事
長
か
ら
（
Ｐ
２
参

照
）
の
挨
拶
が
あ
り
議
事
に
入
っ
た
。

定
款
第
15
条
に
よ
り
議
長
に
は
西
野
理
事
長

が
就
き
、
議
長
と
し
て
定
款
13
条
に
基
づ
き
開

会
を
宣
言
し
た
。

議
長
か
ら
、
定
款
第
19
条
に
よ
り
議
事
録
署

名
人
は
議
長
及
び
出
席
し
た
理
事
が
署
名
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。

第
①
号
議
案

平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
及
び
貸
借
対
表
、
正

味
財
産
増
減
計
算
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
承
認
の
件

⑴

平
成
23
年
度
事
業
報
告
の
件

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
、
平
成
23
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
次
の
よ
う
な

説
明
が
あ
っ
た
。

１

会
員
状
況

登
録
数

５
２
、８
５
２

名
（
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
）

２

平
成
23
年
度
通
常
総
会
は
平
成
23
年
５

月
26
日
に
開
催
し
た
。

３

理
事
会
は
年
に
10
回
開
催
し
た
。

４

総
務
部
会
は
、
会
費
増
収
対
策
と
財
政

基
盤
の
強
化
を
図
っ
た
。
20
支
部
の
総
会

に
理
事
を
派
遣
し
た
。

５

大
学
支
援
部
会
は
、
学
生
活
動
の
支
援

事
業
、
諸
行
事
へ
の
支
援
（
卒
業
式
、
学

園
祭
、
茗
渓
・
筑
波
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
や
ど

か
り
祭＝

宿
舎
祭
等
）
大
学
の
学
群
長
・

学
類
長
と
の
懇
談
会
（
大
学
と
の
連
携
強

化
、卒
業
生
の
茗
渓
会
入
会
促
進
対
策
等
）

を
行
っ
た
。

６

公
益
事
業
部
会
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
情
報

の
提
供
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣
・

教
職
受
験
対
策
研
修
会

②
公
開
講
座

（
筑
波
で
２
回
、
東
京
で
10
回
連
続
の
講

座
）
等
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
９
月
10
日

に
は
追
悼
の
つ
ど
い
、
11
月
25
日
に
は
第

10
回
の
顕
彰
式
を
開
催
し
た
。
定
期
刊
行

物
の
季
刊
誌
「
茗
溪
」
を
年
４
回
（
合
計

１
０
０
、１
４
５
部
）
発
行
し
た
。

７

関
連
法
人
部
会
は
、
筑
波
学
都
資
金
財

団
、
学
茗
溪
学
園
及
び
茗
渓
会
館
経
営
に

関
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
協
力
し
た
。

８

茗
渓
三
法
人
財
務
審
議
会
は
、
年
間
５

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

第
①
回

平
成

年
度

定
時
総
会
議
事

要
旨
）

回
開
催
し
、「
新
法
人
発
足
に
向
け
て
」
を

答
申
し
た
。

⑵

平
成
23
年
度
収
支
決
算
書
及
び
監
査
報
告

承
認
の
件

富
田
哲
朗
経
理
担
当
か
ら
資
料
に
基
づ
き
詳

細
な
報
告
が
さ
れ
た
。（
項
目
別
の
収
入
及
び
支

出
は
Ｐ
８
の
収
支
計
算
書
を
参
照
）

続
い
て
、
高
橋
三
郎
監
事
よ
り
監
査
報
告
が

あ
っ
た
。

議
長
が
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
質
問
と
意
見

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
渡
邉
悟
代
議
員
（
葛
飾
62

筑
博
農
）
か
ら
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
。

﹇
質
問
事
項
﹈

①
最
近
２
年
間
に
会
費
を
納
入

し
た
会
員
を
「
甲
会
員
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
な

か
に
占
め
る
筑
波
大
卒
業
生
の
数

②
収
支
計

算
書
の

雑
支
出
の
訴
訟
費
用
533
千
円
に
つ
い

て
の
説
明

③
今
後
、
本
会
が
支
出
す
る
「
公

益
目
的
財
産
額
に
つ
い
て
」

﹇
回
答
﹈

①
に
つ
い
て
「
甲
会
員
」
は
全
体
で

２
０
、
９
４
２
名
、
う
ち
筑
波
大
卒
業
生
は

１
０
、３
４
６
名
、
②
に
つ
い
て
は
貸
借
関
係

が
あ
る
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と
の
地
代
を

め
ぐ
る
訴
訟
費
用
、
③
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

７
年
間
、
毎
年
１
、９
４
４
万
円
を
支
出
す
る
。

議
長
は
、
第
１
号
議
案
の
一
括
審
議
を
諮
り
、

賛
成
58
名

委
任
状
に
よ
る
賛
成
40
名

合
計

98
名
で
承
認
さ
れ
た
。

田中正造 常務理事

富田哲朗 経理担当

関東地方の代議員関東地方の代議員 関東地方の代議員
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第
②
号
議
案

平
成
24
年
度
事
業
計
画

案
）並

び
に
収
支
予
算

案
）承
認
の
件

田
中
正
造
常
務
理
事
が
資
料
（
Ｐ
９
参
照
）

に
基
づ
き
平
成
24
年
度
事
業
計
画

案
）を
説
明

し
、
続
い
て
富
田
哲
朗
経
理
担
当
が
資
料
（
Ｐ

９
参
照
）
に
基
づ
き
平
成
24
年
度
収
支
予
算

案
）を
説
明
し
た
。

西
野
議
長
が
質
問
・
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

渡
邉
悟
代
議
員
（
葛
飾

62
筑
博
農
）
か
ら
、

①
職
員
へ
の
給
与
手
当
が
公
益
目
的
支
出
に
相

当
す
る
の
か
。
②
助
成
金
の
う
ち
公
益
目
的
支

出
710
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

①
に
つ
い
て
は
「
相
当
」
す
る
。
②
に
つ
い
て

は
、
筑
波
大
学
生
へ
の
助
成
金
200
万
円
、
公
開

講
座
210
万
円
、
顕
彰
180
万
円
等
で
あ
る
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
採
決
に
移
り
、
第
２

号
議
案
は
賛
成
59
名
、
委
任
状
に
よ
る
賛
成
40

名
、
合
計
99
名
で
承
認
さ
れ
た
。

第
③
号
議
案

会
費
規
程
改
訂

案
）承
認
の
件

資
料
に
基
づ
き
高
野
力
理
事
か
ら
説
明
が
さ

れ
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
59
名
、
委
任
状
に
よ
る

賛
成
40
名
、
合
計
99
名
で
承
認
さ
れ
た
。

第
④
号
議
案

理
事
25
名
選
任
の
件

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
資
料
に
よ
り
理
事

候
補
者
が
紹
介
さ
れ
、
議
長
は
各
候
補
者
毎
に

採
決
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
理
事
候
補
者
に
対

し
て
賛
成
58
名
、
委
任
状
に
よ
る
賛
成
40
名
、

合
計
98
名
、
棄
権
１
名
で
承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
理
事
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

阿
江
通
良

新
井
達
郎

井
口
武
雄

岩
﨑
庸
男

鵜
沢

力

江
田
昌
佑

大
勝
信
明

川
田
孝
一

河
本

武

北
島
瑞
男

佐
藤

忍

柴
田

淳

庄
司
一
子

高
野

力

田
中
正
造

西
川
綾
子

西
川

潔

西
塚
祐
一

西
野
虎
之
介

平
野
正
美

福
岡
一
雄

堀
内
昭
三

宮
尾

徹

百
瀬
明
宏

守
屋
正
彦

第
⑤
号
議
案

監
事
３
名
選
任
の
件

田
中
正
造
常
務
理
事
が
資
料
に
基
づ
き
説
明

し
、
候
補
者
１
人
ず
つ
採
決
し
た
と
こ
ろ
、
賛

成
59
名
、
委
任
状
に
よ
る
賛
成
40
名
、
合
計
99

名
で
承
認
さ
れ
た
。
承
認
さ
れ
た
監
事
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

飯
塚
良
成

古
藤
昭
子

高
橋
三
郎

議
長
か
ら
、
報
告
の
あ
と
、
総
会
を
一
時
中

断
し
新
理
事
会
。
定
款
22
条
２
項
に
基
づ
き
、

理
事
長
、
副
理
事
長
、
常
務
理
事
を
選
定
し
、

そ
の
後
報
告
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
設
立
登
記
の
件

田
中
常
務
理
事
か
ら
茗
渓
会
の
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
基
づ
い
て
設
立
登
記
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
議
長
が
閉
会
を
宣
言
し
、
総
会
を
終

了
し
た
。

青
森
県
支
部
元
支
部
長

下
山
晃
弘
氏
の
長

年
の
支
部
活
動
並
び
に
本
会
に
対
す
る
尽
力
に

対
し
て
西
野
理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

⑴

会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
の
件

⑵

新
入
学
・
新
卒
業
生
の
入
会
状
況
に
つ
い

て
⑶

第
11
回
（
平
成
24
年
度
）
顕
彰
候
補
者
推

薦
に
つ
い
て
（『
茗
溪
』
春
号
関
連
）

⑷

支
部
か
ら
の
提
出
・
報
告
・
連
絡
文
書
に

つ
い
て

⑸

茗
渓
関
連
法
人
の
件

①

財
団
法
人
筑
波
学
都
資
金
財
団

ア

筑
波
大
学
学
生
宿
舎
管
理
事
務
所

イ

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

②

学
校
法
人

茗
溪
学
園

西
野
理
事
長
か
ら
、
第
一
回
理
事
会
で
次
の

と
お
り
選
定
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

新
理
事
長
に

江
田

昌
佑
氏

新
副
理
事
長
に

井
口

武
雄
氏

新
副
理
事
長
に

岩
﨑

庸
男
氏

新
常
務
理
事
に

兼
事
務
局
長
）

田
中

正
造
氏

江
田
新
理
事
長
・
岩
﨑
副
理
事
長
・
田
中
常

務
理
事
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
終
わ
り
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
懇
談
会
の
案
内
が
な
さ
れ
た
。

会
場
を
４
階
に
移
し
、
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

高野 力 理事

東京の代議員東京・関東地方の代議員関東・中部地方の代議員
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中部地方の代議員

平成 年度決算報告

資 産

流動資産

現金

振替貯金

当座・普通預金

流動資産合計

固定資産

特定資産

満期共済金引当預金

退職給付引当預金

保証金引当特定預金

特定資産合計

その他固定資産

土地

建物

構築物

機械装置

什器備品

定期預金他

その他固定資産合計

固定資産合計

貸借対照表
平成24年３月31日現在

単位千円

60

52,816

223,869

276,745

42,300

16,257

126,003

184,560

314,776

754,107

7,025

3,335

1,956

93,483

1,174,681

1,359,242

資産合計 1,635,987

929

19,664

20,592

1,400,000

73,167

42,300

16,257

1,531,724

1,552,316

負 債

流動負債

預り金

前受金

流動負債合計

固定負債

保証金

長期借入金

満期共済金引当金

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

一般正味財産

(うち当期増減額）

83,670

-1,173

1,635,987負債および正味財産合計

正味財産増減計算書
平成23年４月１日から平成24年３月31日まで

単位千円

一般正味財産増減

１ 経常増減の部

１ 経常収益

① 地代収入

② 委託料収入

③ 広告料収入

④ 会費・入会金収入

⑤ 寄付金収入

⑥ 雑収入

⑦ 満期共済金引当預金取崩

経常収益計

２ 経常費用

① 事業費

Ａ 教育振興事業費

Ｂ 啓発事業費

Ｃ 出版事業費

Ｄ 共済福祉事業費

Ｅ 会館維持経営事業費

② 管理費

経常費用計

当期経常増減額

２ 経常外増減の部

１ 経常外収益

① 特定預金増加額

経常外収益計

２ 経常外費用

① 減価償却費

② 満期共済金引当金繰入

③ 退職給付引当金繰入

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

58,900

33,504

2,825

37,999

46

1,683

950

135,907

90,815

17,716

3,354

17,675

1,478

50,591

25,388

116,203

19,704

1

1

19,748

0

1,130

20,878

-20,877

-1,173

84,843

83,670

正味財産③月末残高 83,670

収支計算書
平成23年４月１日～平成24年３月31日

単位千円

事業活動収支

１ 事業活動収入

① 地代収入

② 委託料収入

③ 広告料収入

④ 会費・入会金収入

⑤ 寄付金収入

⑥ 雑収入

⑦ 引当預金取崩収入

事業活動収入計

２ 事業活動支出

① 事業費支出

１ 教育振興事業費

２ 啓発事業費

３ 出版事業費

４ 共済福祉事業

５ 会館維持経営事業

② 管理費支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

58,900

33,504

2,825

37,999

46

1,683

950

135,907

90,815

17,716

3,354

17,675

1,479

50,591

25,388

116,203

19,704

投資活動収支

１ 投資活動収入

２ 投資活動支出

投資活動収支差額

0

1,623

-1,623

財務活動収支

１ 財務活動収入

２ 財務活動支出

財務活動収支差額

0

16,500

-16,500

0予備費

1,581

254,572

256,153

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

中部地方の代議員中部地方の代議員
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①.事業計画のねらい

(1)本年度は一般社団法人への移行初年度にあたり、定款の変更、新組織体制のもとに新法人への移行を円滑に進め

るための計画を実施する。

(2)公益目的支出計画に基づいて事業の推進を図る。

(3)財務審議会答申（平成24年２月24日）における財務状況の検証と新法人移行後の見通しをもって事業を展開する。

②.事業の目的（定款第③条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、

学術、文化、教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資することを目的とする。

③.事業の内容（定款第④条）

(1)会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業

(2)定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業

(3)研修会、講演会、公開講座等公衆の教養向上と地域社会への貢献に資する事業

(4)学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業

(5)財産の管理・運営に関する事業

(6)教育の振興、普及活動に資する事業

(7)その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

(8)前項の事業は、全国において行うものとする。

平成 年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画

近畿地方の代議員近畿・中国地方の代議員 近畿地方の代議員

平成 年度予算書 平成24年４月１日～平成25年３月31日
単位千円

事業活動収支の部

１事業活動収入

①会費収入

②地代収入

③委託料収入

④広告料収入

⑤寄付金収入

⑥雑収入

⑦共済金引当預金取崩

⑧退職金引当預金取崩収入

事業活動収入計

２事業活動支出

①事業費支出

１給料手当

２助成金

３通信運搬

４印刷製本

５租税公課

６修繕

７ その他

38,300

35,370

2,800

800

1,469

2,250

12,143

93,132

58,027

8,177

6,100

7,200

7,000

13,600

3,000

12,950

38,300

58,900

35,370

2,800

800

1,469

2,250

12,143

152,032

99,467

20,517

13,200

7,200

7,000

35,600

3,000

12,950

0

19,440

12,340

7,100

58,900

58,900

22,000

22,000

34,635

134,102

17,930

34,635

92,662

470

②管理費支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

投資活動収支の部

１投資活動収入

２投資活動支出

①退職金引当預金支出

②保証金引当預金支出

③修繕積立預金

投資活動収支差額

財務活動収支の部

１財務活動収入

２財務活動支出

財務活動収支差額

予備費

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

0

17,845

1,345

13,500

3,000

-17,845

0

17,800

-17,800

2,000

-19,715

256,153

236,438

0

4,345

1,345

3,000

-4,345

0

17,800

-17,800

2,000

-23,675

0

0

0

0

19,440

-19,440

0

0

0

0

-19,440 23,400

0

0

0

0

0

22,000

36,900

0

13,500

13,500

-13,500

科 目 予算額
一般会計

公益目的
支出会計

地代会計

内 訳 内 訳

地代会計
公益目的
支出会計

一般会計
予算額科 目
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中国・九州地方の代議員 近畿・中国地方の代議員四国・九州地方の代議員

副理事長 岩﨑 庸男

昭和38年東京教育大学教育学

部心理学科卒。昭和40年同大教

育学研究科実験心理学修士課程

修了、昭和43年同大教育学研究

科博士課程満期退学(学術博士)。

昭和50年東京教育大学教育学

部講師。昭和51年筑波大学心理

学系助教授。昭和63年同大教授。

心理学研究科長、心理学系長を

経て、平成11年筑波大学企画調

査室長。平成14年筑波大学副学

長に就任。平成16年目白大学教

授。平成18年同大理事、副学長。

委員会一覧(第②回理事会で決定) ◎委員長 ○副委員長

委 員(理事) 委 員(外部) 業務内容(今年度重点)

役員選考、経費節減、増収対策市川邦彦

◎井口武雄、(代行）岩﨑庸男、

○田中正造、 宮尾 徹、 高野 力

佐藤 忍、 大勝信明

企 画 運 営

委

員

会

財務・法務 ◎宮尾 徹、○河本 武、○鵜澤 力 楢岡祥之、谷ケ久保友文 経費仕分け、見直し、会館利用

組 織
◎高野 力、○福岡一雄、○平野正美

西塚祐一、 西川綾子、 百瀬明宏

真当哲博、高橋基之

徳田安伸

支部(地域）、東京地区、

会員データ

大学・つくば

地 域 支 援

◎佐藤 忍、○新井達郎、○庄司一子

西川 潔、 柴田 淳

大澤義明、長谷川聖修

與語靖洋、北澤徳之
学生支援、入会促進

公益・広報等
◎大勝信明、○川田孝一、○北島瑞男

○守屋正彦

清水進一、山脇俊彦

鶴巻勝夫、染谷信洋

神林 喬

公益事業、共益事業、広報

特
別
コ
ミ
ッ
テ
ィ

地 代 問 題

検 討 会 議

◎井口武雄、 西野虎之介、高野 力

宮尾 徹、 田中正造

◎岩﨑庸男、 佐藤 忍、 田中正造

西川 潔、 新井達郎、 庄司一子

校 友 会

対 応 会 議

◎佐藤 忍、 新井達郎、 庄司一子

柴田 淳

筑波事務所

運 営 会 議

大澤義明、長谷川聖修

與語靖洋、北澤徳之他

法人対策室 ◎田中正造、福岡一雄(アドバイザー) 法人職員
三法人独立問題、新法人への対応、

IT化推進

※ 阿江通良理事は所属委員会なし

昭和40年東京教育大学文学部法律

政治学科卒。昭和40年大正海上火災

保険株式会社入社。昭和56年賠償保

険課長。平成２年火災新種保険部長。

平成３年三井海上火災保険株式会社

火災新種商品企画部長。平成５年取

締役火災新種商品企画部長。平成６

年常務取締役。平成８年取締役社長。

平成12年最高経営責任者・取締役会

長・取締役社長。平成13年三井住友

火災保険株式会社取締役会長。平成

18年退任。平成19年常任顧問（シニ

アアドバイザー）。

副理事長 井口 武雄

副理事長紹介
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平
成
24
年
５
月
24
日

木
）一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
１
回
定
時

総
会
終
了
後
、
午
後
４
時
半
か
ら
４
階
「
筑
波
」
の
間
で
懇
談
会

が
行
わ
れ
た
。

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
開
会
が
告
げ
ら
れ
、
総
会
で
の
雰
囲

気
と
は
一
変
し
、
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
同
窓
同
士
の
笑
顔
が
見

ら
れ
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

最
初
に
、
西
野
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
挨
拶
で
は
、
鵜
川

昇
前
理
事
長
か
ら
引
き
継
い
で
の
６
年
間
、
そ
し
て
今
日
の
一
般

社
団
法
人
と
し
て
移
行
す
る
ま
で
、
多
く
の
会
員
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
、
西
野
氏
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
尽
力
と
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
盛
大
な
拍
手
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
江
田
新
理
事
長
か
ら
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
が
と

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
副
理
事
長
や
茗
渓
三
法
人
財
務
審
議
会
の

分
科
会
委
員
長
と
し
て
の
実
績
と
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
新
し
い

茗
渓
会
ト
ッ
プ
と
し
て
の
覚
悟
の
ほ
ど
が
披
瀝
さ
れ
た
。

代
議
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と

懇
談
会
の
席
上
で
は
、
お
互
い
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
本
日

の
総
会
の
印
象
や
各
地
域
・
職
域
か
ら
の
新
法
人
へ
の
期
待
等
を

代
議
員
の
皆
さ
ん
が
こ
も
ご
も
話
し
て
い
た
。

・
総
会
に
は
、
ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

・
代
議
員
の
み
な
さ
ん
の
迫
力
と
新
法
人
へ
の
期
待
感
の
大
き
さ

を
感
じ
た
。

・
総
会
で
は
、
新
体
制
の
下
で
、
こ
れ
か
ら
〞
や
る
ぞ
!
〝
と
い

う
活
気
が
伝
わ
っ
た
。

・
本
部
と
地
域
・
職
域
と
、
よ
り
一
層
の
連
携
強
化
を
期
待
し
て

い
る
。

・
ど
の
よ
う
に
し
て
会
員
を
集
め
る
か
等
、
地
域
や
職
域
の
活
性

化
の
た
め
に
本
部
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
た
い
。

・
地
域
の
会
員
同
士
の
仲
間
意
識
を
一
層
高
め
る
た
め
に
、
地

域
・
職
域
で
新
し
い
事
業
を
行
い
始
め
た
。

・
県
内
在
住
の
会
員
に
で
き
る
限
り
多
く
会
合
へ
出
席
す
る
よ
う
、

積
極
的
に
呼
び
か
け
た
い
。

・
地
域
会
員
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

・
季
刊
誌
『
茗
溪
』
の
春
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
の
支

部
の
呼
称
は
、
こ
れ
か
ら
役
員
と
話
し
合
う
予
定
で
あ
る
。

・
う
ち
の
地
域
で
は
、
臨
時
の
役
員
会
を
開
催
し
、「
○
○
茗
渓

会
」、
支
部
長
は
、「
会
長
」
と
呼
称
し
よ
う
と
の
原
案
が
で
て

い
る
。

・
学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
い
た
。
江
田
先
生
が
私
た
ち
の
テ

ー
ブ
ル
に
き
て
ラ
グ
ビ
ー
部
の
学
生
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

聞
い
た
。
グ
ラ
ン
ド
が
隣
同
士
で
あ
っ
た
だ
け
に
親
し
み
を
感

じ
た
。

多
く
の
代
議
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出
た
が
、共
通
し
て「
茗

渓
会
」
が
大
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

懇
談
会
は
、
終
了
予
定
の
午
後
５
時
半
を
過
ぎ
て
も
続
け
ら
れ
、

６
時
半
過
ぎ
、
宣
揚
歌
を
全
員
で
高
ら
か
に
歌
っ
て
終
了
し
た
。

江
田
新
理
事
長
が
、「
皆
さ
ん
方
と
、
力
を
合
わ
せ
て
新
た
な
る

方
向
を
目
指
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
懇
談
会
の
各
テ

ー
ブ
ル
で
出
席
者
と
親
し
く
懇
談
さ
れ
て
い
た
姿
に
は
、
茗
渓
会

が
明
治
15
年
に
発
足
し
、
ま
た
茗
渓
創
基
140
年
の
伝
統
を
誇
る
一

般
社
団
法
人
茗
渓
会
の
、
ト
ッ
プ
と
し
て
の
強
い
意
志
と
仲
間
を

大
切
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
感
じ
た
懇
談
会
で
あ
っ
た
。

― ―11

西野 虎之介 理事長

懇談会の会場風景

江田 昌佑 新理事長
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懇
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筑
波
大
学
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
本
館
は
３
０
７
５
㎡
で
、

セ
ン
タ
ー
長
室
や
事
務
室
が
１
階
に
在
り
、
２
〜
３
階
に
は
20
の

研
究
室
が
あ
る
。
別
館
は
876
㎡
あ
り
、
室
内
に
は
高
さ
約
２
ⅿ
、

幅
約
1.5
ⅿ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
ラ
ッ
ク
と
呼
ぶ
長
方
形
の
箱
が
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
。

ラ
ッ
ク
の
中
に
は
パ
ソ
コ
ン
同
様
の
機
能
を
持
っ
た
ノ
ー
ド
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
、「H

A

P
A
C
S

」
等
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
以
下
、
ス
パ
コ
ン
と
い

う
。）
で
あ
る
。

部
屋
の
中
は
、
ス
パ
コ
ン
の
音
と
冷
却
す
る
モ
ー
タ
音
が
交
錯

し
て
「
ワ
ー
ン
、
ワ
ー
ン
」
と
響
い
て
お
り
、
人
の
話
し
声
も
聞

こ
え
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
長
の
佐
藤
三
久
教
授
を
訪
ね
て
、
セ
ン
タ
ー
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
計
算
科
学
、
多
国
間
国
際
研
究
協
力
事
業
等
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

セ
ン
タ
ー
の
あ
ゆ
み

筑
波
大
学
は
現
在
、
開
学
40
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
、
物
理
の
分
野
を
中
心
に
計
算
機
を
用
い
た

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

１
９
９
２
年
に
計
算
物
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
10
年
計
画

で
設
置
さ
れ
た
。

１
９
９
６
年
に
は
、
ス
パ
コ
ンC

P
P
A
C
S

（
計
算
速
度
614
億

回
／
秒
）
が
完
成
し
、
同
年
11
月
に
ス
パ
コ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｐ
500
世
界
第

１
位
と
認
定
さ
れ
た
。

日
本
の
科
学
技
術
の
進
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
共
に
素
粒
子

研
究
、
宇
宙
研
究
等
の
分
野
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
４
月
に
計
算
物
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を

改
組
し
、
さ
ら
に
大
規
模
に
発
展
さ
せ
設
置
さ
れ
た
の
が
、
現
在

の
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
紹
介

佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
「
当
セ
ン
タ
ー
は
、
科
学
の
領
域
に
お
け

る
超
高
速
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
大
規
模
デ
ー
タ
解
析
を
中
心
と

す
る
研
究
や
超
高
速
計
算
機
シ
ス
テ
ム
、
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
の
開
発
等
と
情
報
技
術
の
革
新
的
な
応
用
方
法
の
研
究
を

推
進
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
始
め
ら
れ
た
。

センター本館

世
界
に
誇
る
筑
波
大
学
計
算
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て

特集



セ
ン
タ
ー
は
、
80
名
あ
ま
り
の
教
員
・
研
究
者
等
が
、
７
部
門

の
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
７
つ
の
研
究
部
門
の
内
訳
は
、「
粒
子

物
理
」
13
名
、「
宇
宙
・
原
子
核
物
理
」
16
名
、「
量
子
物
性
」
９

名
、「
生
命
科
学
」
５
名
、「
地
球
環
境
」
５
名
、「
高
性
能
計
算
シ

ス
テ
ム
」
18
名
、「
計
算
情
報
学
」
７
名
で
あ
り
、
事
務
職
員
が
７

名
で
あ
る
。「
教
職
員
数
等
の
多
さ
と
研
究
実
績
に
は
、
誇
る
べ
き

も
の
が
あ
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
当
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特
徴
は
、
具
体

的
な
計
算
科
学
研
究
と
高
速
計
算
機
の
開
発
が
、
同
じ
組
織
の
中

で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
高
性
能
な
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
開
発
だ
け
で
は
な
く
、
具

体
的
に
研
究
す
る
理
論
を
組
み
立
て
、
そ
の
理
論
を
効
率
よ
く
計

算
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
作
っ
て
、
計
算
科

学
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
全
て
を
一
つ
の
研
究
機
関
が

行
な
っ
て
い
る
組
織
は
、
世
界
的
に
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
も
の

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。」

ま
た
、
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
は
二
つ
の

点
が
重
要
だ
と
力
説
さ
れ
た
。

「
一
つ
は
、
大
規
模
な
計
算
資
源
を
使
い
こ
な
し
、
計
算
科
学
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
研
究
で
、
こ
の
研
究
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
は
特
権
で
あ
る
と
共
に
、
同
時
に
義
務
で
も
あ
り
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
計
算
科
学
と
計
算
機
科
学
、
ま
た
、
計
算
科
学

の
諸
分
野
と
の
連
携
を
活
か
す
研
究
で
す
。」

「
当
セ
ン
タ
ー
は
、
計
算
科
学
を
新
し
い
学
際
領
域
と
し
て

『
学
際
的
な
計
算
科
学
』
を
確
立
し
、
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
研
究
・
教
育
の
拠
点
を
目
指
し

て
い
ま
す
。」

「
当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
、
次
世
代
ス
パ
コ
ン
を
開
発
す
る

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
い
っ
ぱ
い
に
は
次
世
代
ス
パ
コ
ン
が
完
成
し
ま

す
。
次
世
代
ス
パ
コ
ン
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
は
計

算
基
礎
科
学
分
野
の
戦
略
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
次
々
世
代
の
ス
パ
コ
ン
の
研
究
・
開
発
も
本
格
的
に

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

急
速
な
科
学
進
歩
に
お
い
て
、
国
内
で
当
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す

役
割
と
期
待
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
将
来

を
見
通
し
た
〞
研
究
者
〝
佐
藤
三
久
教
授
の
強
い
意
志
を
感
じ
さ

せ
る
話
し
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

第
三
の
科
学
「
計
算
科
学
」

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は

ま
ず
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
計
算
原
理
は
何
か
と
い
う
お
話
。

「
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

一
つ
目
は
実
際
に
計
算
を
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
中
央
処
理
装
置
）。

二
つ
目
は
筆
算
の
時
に
数
字
を
メ
モ
す
る
「
紙
」
に
あ
た
る
メ

モ
リ
（
主
記
憶
装
置
）
で
、
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
計
算
途
中
の

値
、
計
算
結
果
を
記
憶
し
ま
す
。

こ
の
記
憶
は
、
電
源
を
切
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
三
つ
目
と
し
て
計
算
結
果
を
記
憶
す
る
ス
ト
レ
ー
ジ
（
外
部

記
憶
装
置
）
で
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
に
移
し
て
保
存
し
ま
す
。」

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は

次
は
、
内
容
的
に
は
難
し
い
話
。
果
た
し
て
理
解
で
き
る
の
か

と
懸
念
し
な
が
ら
お
聞
き
し
た
。

「
ス
パ
コ
ン
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
、
一
つ
の
計

算
を
分
担
し
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
並
列
処
理
と
い
い
ま
す
。
並

列
処
理
の
お
か
げ
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
は
何
年
も
か
か
る
よ
う
な
計

算
を
ス
パ
コ
ン
で
は
１
日
で
終
わ
ら
せ
る
と
い
っ
た
『
高
速
化
』

が
で
き
る
の
で
す
。」

「
み
じ
か
な
わ
か
り
や
す
い
例
で
は
、
２
０
０
９
年
４
月
に
当

セ
ン
タ
ー
の
ス
パ
コ
ン
で
円
周
率
を
２
兆
５
７
６
９
億
８
０
３

７
万
桁
ま
で
計
算
で
き
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ス
パ
コ
ン
で
の

こ
の
計
算
は
、
桁
数
の
競
争
が
目
的
で
は
な
く
、
ス
パ
コ
ン
が
ト

ラ
ブ
ル
な
く
働
き
、
正
し
い
計
算
を
出
し
て
く
れ
る
か
を
確
認
す

る
こ
と
で
す
。」

筑
波
大
学
の
ス
パ
コ
ン
が
、
２
０
０
９
年
４
月
時
点
で
は
、
円

周
率
計
算
世
界
１
位
で
あ
る
と
い
う
快
挙
に
、
同
窓
の
一
人
と
し

て
誇
り
を
感
じ
た
。

センター長 佐藤三久教授 コンピュータがある別館
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計
算
科
学
と
は

セ
ン
タ
ー
の
真
髄
で
あ
る
『
計
算
科
学
』
は
、
第
３
の
科
学
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
｜
「
こ
れ
ま
で
の
科
学

は
、
理
論
と
実
験
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
験
が
難
し
い
現
象
や
原
理
的
な
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
て
も
〞
紙
と
鉛
筆
〝
だ
け
で
は
理
論
計
算
が
で
き
な
い
場
合
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
難
し
い
問
題
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
解
明

す
る
方
法
が
計
算
科
学
で
す
。

ス
パ
コ
ン
や
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
、
大
規
模
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
大
量
の
デ
ー
タ
解
析
に
よ
っ
て
研
究
を
行
う
計

算
科
学
は
、
科
学
の
全
分
野
で
、
実
験
・
観
測
、
理
論
と
並
ぶ
、

第
３
の
科
学
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
最
先
端
の
研
究

手
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
の
発
展
を
目
指
し
て
、
基
礎
科
学
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ク
ロ
な
自
然

と
人
間
社
会
の
関
わ
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
分
野
に
お

け
る
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」

多
国
間
国
際
研
究
協
力
事
業

次
に
、
筑
波
大
学
の
国
際
展
開
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
多
国
間

国
際
研
究
協
力
事
業
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

「
こ
の
事
業
は
、
国
際
的
で
分
野
横
断
的
な
研
究
に
対
し
て
、
Ｇ

８
各
国
の
学
術
振
興
機
関
が
協
力
し
て
研
究
資
金
の
提
供
を
行
い
、

多
国
間
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

３
カ
国
以
上
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
単
位
で
採
択
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
２
０
０
８
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
の
学

術
支
援
機
関
長
会
議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
７
カ
国

が
参
加
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
３
回
の
公
募
を
実
施
し

て
お
り
、
採
用
期
間
は
２
〜
３
年
間
で
す
。

第
１
回
の
公
募
テ
ー
マ
は
「
エ
ク
サ
ス
ケ
ー
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
ス
パ
コ
ン
が
１
秒
間
に
10
の
18
乗
回
の
演
算
を
行

う
）
を
視
野
に
入
れ
た
地
球
規
模
課
題
の
た
め
の
応
用
ソ
フ
ト
に

“世界一”の認定書

コンピュータの基本構造のモデル

スーパーコンピュータのモデル
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関
す
る
学
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
も
応
募
し

ま
し
た
。」

世
界
各
国
か
ら
79
件
の
応
募
が
あ
り
、
６
件
が
採
択
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
２
件
が
筑
波
大
学
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
の

研
究
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
ま
す
。

㈠
「
エ
ク
サ
ス
ケ
ー
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
精
緻
な

気
候
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
」
が
研
究
テ
ー
マ
で
、
佐
藤

三
久
セ
ン
タ
ー
長
が
代
表
者
で
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
の
６
カ
国
の
研
究
者
が
参

加
し
て
い
る
。

エ
ク
サ
ス
ケ
ー
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
超
高
解

像
度
の
モ
デ
ル
の
導
入
や
、
よ
り
複
雑
な
計
算
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
気
候
変
動
予
測
が
可
能
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
の
ス
パ
コ
ン
と
し
て
京
速

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」、
セ
ン
タ
ー
の
「T

2K
-T
su
k
u
b
a

」
等

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
「〞
気
候
〝
は
全
地
球
を
対
象
に
し
ま
す

が
〞
気
象
〝
は
世
界
の
中
の
日
本
と
か
関
東
な
ど
、
日
本
の
中

に
あ
る
地
域
が
対
象
に
な
り
ま
す
。」
し
か
も
「
研
究
者
に
〞
気

象
予
報
士
〝
は
い
な
い
で
す
ね
。」
と
、
気
候
と
気
象
の
違
い
に

気
づ
か
さ
れ
た
。

㈡
「
エ
ク
サ
ス
ケ
ー
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
核
融
合

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
研
究
テ
ー
マ
で
、
朴

泰
祐
教
授
副

セ
ン
タ
ー
長
が
代
表
者
で
あ
る
。
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
を
含
め
た
６
カ
国
の
研
究
者

ら
と
協
力
し
て
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
核
融
合
反
応
は
恒
星

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
将
来
の
生
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

研
究
者
を
目
指
す

筑
波
大
学
生
に
ひ
と
こ
と

訪
問
の
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
研
究
者
を
目
指
す
筑
波
大
学
の
学

生
に
、
佐
藤
三
久
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

「
筑
波
大
学
は
、
朝
永
振
一
郎
先
生
の
研
究
実
績
を
は
じ
め
と

し
て
伝
統
的
に
物
理
分
野
で
リ
ー
ド
し
て
き
て
い
る
。

現
在
で
は
、
日
本
の
ト
ッ
プ
と
し
て
多
く
の
研
究
者
と
素
晴
ら

し
い
ス
パ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
数
少
な
い
大
学
で
あ
る
。

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
学
の
こ
の
強
い
機
能
を
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
科
学
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
に
は
、

理
論
と
実
験
・
観
察
だ
け
で
は
な
く
、
計
算
機
の
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
計
算
科
学
的
手
法
を
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
。も

う
一
つ
、
日
本
の
ス
パ
コ
ン
の
性
能
は
、
数
少
な
い
世
界
一

の
実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
計
算
科
学
と
ス
パ
コ
ン
の
研
究
者
は

高
い
研
究
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

是
非
、
若
い
人
に
興
味
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。」

佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
、
２
０
０
９
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
事
業

仕
分
け
」
の
場
に
参
加
し
て
お
り
、
事
業
に
対
す
る
コ
ス
ト
意
識

も
大
切
だ
が
、
人
類
に
夢
を
与
え
る
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
が
国

家
と
し
て
大
切
で
あ
る
と
科
学
者
と
し
て
の
考
え
を
述
べ
て
お

ら
れ
た
。

ス
パ
コ
ン
を
中
心
と
し
た
第
３
の
科
学
『
計
算
科
学
』
に
つ
い

て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
話
さ
れ
た
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
は
さ
ら
に

『
計
算
機
の
中
に
科
学
を
見
る
』
と
、
言
葉
を
足
さ
れ
た
。

世
界
の
研
究
者
と
し
て
の
含
蓄
あ
る
佐
藤
セ
ン
タ
ー
長
の
言

葉
が
、
心
に
強
く
残
っ
た
、
こ
の
た
び
の
訪
問
で
あ
っ
た
。

窓
の
外
に
目
を
や
る
と
緑
の
若
葉
が
太
陽
の
照
り
返
し
を
受

け
て
眩
し
く
映
っ
て
い
た
。

今
回
の
訪
問
に
あ
た
っ
て
は
、
倉
持

聡
主
任

専
門
職
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②

①
②

２
年
目
と
な
っ
た
今
年
度
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
諸
活
動＝

「
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
新

た
な
活
動
を
加
え
、
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
生
徒
教
員
一
丸

と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
も
受
け
る

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
特
に
「
Ｔ
」＝

T
su
k
u
b
a

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
な
る
「
地
域
の
中
核
的
拠
点
形

成
」
を
ね
ら
っ
た
研
究
開
発
活
動
計
画
を
策
定
し
、
コ
ア
Ｓ
Ｓ
Ｈ

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

設
定
し
た
テ
ー
マ
は
、「
大
学
・
地
域
と
連
携
し
て
育
成
す
る

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
英
語
を
交
え
た
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
〜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
イ
エ
ン

ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
Ａ
Ｐ
サ
イ
エ
ン
ス
を
通
し
て
〜
」
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
筑
波
大
学
の
協
力
の
も
と
県
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校

と
の
連
携
活
動
で
す
。

Ｉ
Ｊ
Ｓ
Ｃ

In
te
rn
a
tio
n
a
l J
u
n
io
r S

c
ie
n
c
e C

a
m
p

今
年
度
は
、
夏
と
冬
に
２
回
実
施
す
る
計
画
で
す
。
宿
泊
（
１

泊
２
日
）
は
本
校
学
寮
、
科
学
実
験
は
筑
波
大
学
の
実
験
室
で
大

学
院
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
い
ま
す
。
つ
く
ば
市

な
ど
の
小
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
児
童
が
参

加
し
ま
す
が
、
一
緒
に
実
験
を
進
め
て
い
く
の
は
、
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
役
目
を
果
た
す
べ
く
訓
練
を
積
ん
だ
高
校

生
た
ち
で
す
。
高
校
生
た
ち
は
、
小
学
生
に
実
験
の
楽
し
さ
を
し

っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前
の
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
と
な
る
の
で
、

実
験
に
加
え
て
英
語
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
本
校
が
主
催
し
ま
す
が
、
共
催
・
筑
波
大

学
（
生
命
環
境
学
群
・
理
工
学
群
）、
連
携
校
・
県
内
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
な

ど
５
校
、
後
援
・
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
・
常
総
市
教
育
委
員
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｐ
サ
イ
エ
ン
ス

Ａ
Ｐ
と
はA

d
v
a
n
ced P

la
cem

en
t

の
頭
文
字
で
、
ア
メ
リ
カ

で
行
わ
れ
て
い
る
大
学
の
単
位
を
高
校
生
が
取
得
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
本
校
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
簡
単
な
手
続
き
で
Ａ
Ｐ
テ
ス
ト
も
校

内
で
受
検
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｐ
サ
イ
エ
ン
ス

と
銘
打
っ
て
、
大
学
レ
ベ
ル
の
高
度
な
学
習
、
も
ち
ろ
ん
英

語
で
の
学
習
で
す
が
、
こ
れ
に
挑
戦
す
る
も
の
で
す
。
来
年

５
月
の
試
験
に
向
け
て
攻
略
方
法
を
、
他
校
の
生
徒
達
と
協

力
し
合
っ
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

「
探
究
講
座
」
高
①
に
新
設

高
校
・
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

今
年
度
よ
り
高
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
ま
し
た
。
理

科
の
基
礎
科
目
は
３
科
目
と
も
高
校
１
年
次
に
配
置
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
探
究
講
座
」（
１
単
位
）
を
学
校
設
定
科
目
と
し

て
新
設
し
、
高
校
２
年
次
の
「
個
人
課
題
研
究
・
Ｓ
Ｓ
研
究
」
に

繋
ぐ
学
習
活
動
と
し
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
の
研
究
例
や
研
究
方

法
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
、
自
分
に
合
っ
た
研
究
テ
ー
マ

と
研
究
方
法
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
導
く
も
の
で
す
。
３
週
で
１

講
座
が
構
成
さ
れ
、
分
野
別
ガ
イ
ダ
ン
ス（
20
分
野
）、
分
野
別
入

門
講
座
（
35
講
座
）、
分
野
別
専
門
講
座
（
29
講
座
）
と
３
段
階
で

進
ん
で
い
き
ま
す
。
各
人
の
研
究
テ
ー
マ
決
定
は
12
月
と
い
う
道

筋
で
す
。
現
在
（
７
月
）
は
、
第
２
段
階
の
１
期
目
に
当
た
り
、

言
語
学
入
門
、
歴
史
学
入
門
、
物
理
学
入
門
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研

究
、
透
視
図
法
入
門
、
英
文
学
・
欧
米
文
化
な
ど
の
講
座
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

上
海
で
の
国
際
研
究
発
表
交
流
会

こ
の
研
究
発
表
交
流
会
は
、
中
国
上
海
市
の
位
育
中
学
（
日
本

の
高
校
相
当
）
の
国
際
部
（
英
語
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
セ
ク
シ

ョ
ン
）
の
生
徒
と
、
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
も
の
で
す
。
３
月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
３
回

目
と
な
っ
た
今
回
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
と
し
て
内
容
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。
本
校
か
ら
の
派
遣
者
は
、
個
人
課
題
研
究
（
Ｓ
Ｓ
研
究
）

の
要
旨
を
英
文
に
し
て
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

生
徒
の
中
か
ら
優
秀
者
４
名
を
選
び
ま
し
た
。
選
考
に
当
た
っ
て

は
、
研
究
内
容
の
み
な
ら
ず
テ
ー
マ
が
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の

か
、
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
が
高
い
か
ど

う
か
と
い
う
視
点
で
行
い
ま
し
た
。

４
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
位
育
中
学
の
生
徒
か

ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
位
育
中
学
の
生
徒
た
ち

の
積
極
性
や
英
語
力
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
す
べ
て
の
質
問
に
対

し
て
返
答
し
、
英
語
を
実
際
に
使
っ
て
議
論
す
る
こ
と
の
難
し
さ

や
楽
し
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
位
育
中
学
の
生
徒
の
研
究
発

表
は
ど
れ
も
専
門
的
で
レ
ベ
ル
が
高
く
、
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
本
校
生
徒
も
果
敢
に
質
問
し
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
海
外
の
同
世
代
の
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿

勢
と
対
峙
し
た
体
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
の
中
で
活
躍
し

て
い
く
う
え
で
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

高
校
ラ
グ
ビ
ー
全
国
選
抜
ベ
ス
ト
⑧

高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
第
13
回
全
国
高
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
大
会
に
お
い
て
、
８
強
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。
初
戦
に
大
雨
強
風
の
悪
天
候
の
中
、
大
逆

転
で
シ
ー
ド
校
を
破
り
、
勢
い
に
乗
っ
て
そ
の
後
も
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。
積
極
的
な
展
開
ラ
グ
ビ
ー
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

他
の
部
活
も
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
県
予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
北

信
越
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
部
は
、
次
の
通
り
で

す
。
テ
ニ
ス
部
（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
）、
体
操
部
（
男

子
個
人
に
２
名
）
中
学
ラ
グ
ビ
ー
部
も
全
国
中
学
大
会
（
９
月
水

戸
開
催
）
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

IJSC筑波大学で実験の事前研修

英語でのプレゼン 上海・位育中学




